
2020年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2020年２月７日

上 場 会 社 名 株式会社ＪＰホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2749 URL https://www.jp-holdings.co.jp

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 古川 浩一郎

問合せ先責任者 (役職名) 執行役員 (氏名) 木村 光 (TEL) 052-933-5419

四半期報告書提出予定日 2020年２月13日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無

　

(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 23,444 8.6 965 44.5 1,338 38.4 849 46.3

2019年３月期第３四半期 21,589 9.2 668 4.9 967 13.1 580 19.9
(注) 包括利益 2020年３月期第３四半期 903百万円( 82.6％) 2019年３月期第３四半期 494百万円( 0.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 9.69 ―

2019年３月期第３四半期 6.76 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 26,176 9,503 36.3

2019年３月期 28,255 8,950 31.7
(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 9,503百万円 2019年３月期 8,950百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 3.70 3.70

2020年３月期 ― 0.00 ―

2020年３月期(予想) 3.90 3.90
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 9.2 1,811 18.3 2,300 19.8 1,212 13.2 14.08
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2020年02月06日 13時00分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）決算短信（宝印刷） 2020年02月06日 13時00分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 87,849,400株 2019年３月期 87,849,400株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 380,707株 2019年３月期 297,807株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 87,704,383株 2019年３月期３Ｑ 85,862,853株

　
(注)期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託(従業員持株会処分

型)」の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社(信託Ｅ口)が保有している当社株式を含めてお
ります。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、引き続き雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で

推移したものの、中国経済の減速や中東情勢の悪化等による世界経済の不確実性に加え、消費税増税による消費の

落ち込みが懸念されるなど、先行きは不透明な状況が続いております。

　子育て支援事業を取り巻く状況としては、女性の社会進出に対する意識の高まりや政府による様々な活躍推進施

策により、女性の就業率は上昇傾向にあり、依然として子育て支援事業に対する需要は高い状況にあります。子育

て支援事業への高まる需要に対応すべく、政府は、2020年度末までに32万人分の保育の受け皿を確保するため、保

育施設の整備と保育士確保に向けた様々な施策を打ち出しております。また、2019年10月から開始された「幼児教

育・保育無償化」に伴い保育所への入所希望者が増加することが想定されるなど、子育て支援業者が担う社会的役

割は、これまで以上に重要性が増すものと考えております。一方、それらの需要に対応すべく、子育て支援の担い

手である保育士確保は首都圏を中心に依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは全国の自治体と連携し、引き続きシェア拡大を図るとともに、喫緊の最

重要課題である保育士の採用強化と保育サービスの更なる質的向上に努めてまいりました。

　また、「現場第一主義」を掲げ、各施設や職場の課題を収集し、「働き易い職場環境の実現」に向けた改善・改

革に取り組むことで、保育士の採用増加ならびに定着率の向上に繋げております。更に、効率的かつ効果的な組織

運営に向けた施策として、全国を５つのエリアに束ねたブロック制によるきめ細やかな対応を図るとともに、持続

的な成長を捉えた新規事業の開発等に取り組んでまいりました。

当社グループは、様々な施策の推進と合わせ、高まる保育所ニーズへの対応として、当第３四半期連結累計期間

において、保育所10園（東京都９園、滋賀県１園）、学童クラブ２施設（東京都２施設）の計12施設を開設してお

ります。

　その結果、当第３四半期連結会計期間末における保育所の数は209園、学童クラブは72施設、児童館は11施設、

民間学童クラブは４施設、幼稚園（海外施設）は１園となり、子育て支援施設の合計は297施設となりました。

　なお、「わくわく袋ひろば／赤北ひばりクラブ第二」の開設に伴い、「赤北ひばりクラブ」及び「北区立袋育成

室」は、2019年４月１日よりそれぞれ、「わくわく袋ひろば／赤北ひばりクラブ第一」、「わくわく袋ひろば／赤

北ひばりクラブ第三」として運営しております。

　また、新規開設とは別に、2019年４月１日より、既存の東京都認証保育所として2008年２月１日より運営してお

りました「アスク池上保育園」を認可保育園に移行、小規模保育事業として2018年４月１日より運営しておりまし

た「アスクとよたま一丁目保育園Ａ・Ｂ」を認可保育園に統合・移行、2009年４月１日より公設民営として運営し

ておりました「川崎市宮前平保育園」を民設民営に移行し、「アスク宮前平保育園」として運営しております。

　以上より、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は23,444百万円（前年同期比8.6％

増）、営業利益は965百万円（同44.5%増）、経常利益は1,338百万円（同38.4%増）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は849百万円（同46.3%増）となりました。

　これらの主な要因は、以下の通りです。

売上高においては、新規施設の開設、保育士採用と連携した既存施設での受け入れ児童数の増加や処遇改善に係

る補助金の増額等により、前年同期比で増収となりました。

営業利益においては、上記既存施設の受け入れ児童数の増加による売上高の増収要因等に加えて、各種費用の見

直しによる販売費及び一般管理費の削減等により、前年同期比で増益となりました。

また、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益においても、上記営業利益の増加に加えて、寮利用者の

増加に伴う補助金等が増額したことなどにより、前年同期比で増益となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は26,176百万円（前期末比2,078百万円減）と

なりました。

流動資産は10,059百万円（同398百万円減）となりましたが、これは、主にその他が102百万円増加した一方で、

現金及び預金が234百万円、未収入金が164百万円、たな卸資産が104百万円減少したこと等によるものでありま

す。

固定資産は16,116百万円（同1,679百万円減）となっております。これは、主に投資有価証券が49百万円増加し

た一方で、建設仮勘定が1,231百万円、繰延税金資産が138百万円、長期貸付金が137百万円、建物及び構築物が127

百万円減少したこと等によるものであります。

負債合計は16,672百万円（同2,631百万円減）となりました。

流動負債は5,688百万円（同2,191百万円減）となりましたが、これは、主にその他が463百万円増加した一方で、

短期借入金が1,500百万円、１年内返済予定の長期借入金が498百万円、未払法人税等が306百万円、賞与引当金が

263百万円減少したこと等によるものであります。

固定負債は10,984百万円（同440百万円減）となっておりますが、これは、主に退職給付に係る負債が80百万円

増加した一方で、長期借入金が519百万円減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は9,503百万円（同553百万円増）となっておりますが、これは、主に

利益剰余金が524百万円、その他有価証券評価差額金が27百万円、自己株式が25百万円増加したこと等によるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、現時点においては、2019年５月９日発表の数値から変更はありませんが、

今後の業況の変化等により、実際の業績が予想数値と異なる場合があります。

今後何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,816,439 6,581,891

受取手形及び売掛金 71,657 74,552

たな卸資産 128,900 23,949

未収入金 2,491,947 2,327,706

その他 949,963 1,051,979

貸倒引当金 △449 △532

流動資産合計 10,458,459 10,059,547

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,873,447 12,137,490

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,635,599 △5,027,289

建物及び構築物（純額） 7,237,848 7,110,200

機械装置及び運搬具 5,637 5,637

減価償却累計額 △3,209 △3,912

機械装置及び運搬具（純額） 2,427 1,725

工具、器具及び備品 803,177 889,017

減価償却累計額及び減損損失累計額 △563,703 △636,395

工具、器具及び備品（純額） 239,473 252,622

土地 980,894 980,894

建設仮勘定 1,437,264 206,033

有形固定資産合計 9,897,908 8,551,475

無形固定資産

のれん 227,894 205,105

その他 114,985 114,808

無形固定資産合計 342,879 319,913

投資その他の資産

投資有価証券 548,080 597,451

長期貸付金 3,419,910 3,282,293

差入保証金 1,880,239 1,874,731

繰延税金資産 825,742 687,205

その他 891,902 813,277

貸倒引当金 △10,027 △9,688

投資その他の資産合計 7,555,848 7,245,271

固定資産合計 17,796,637 16,116,660

資産合計 28,255,096 26,176,208

決算短信（宝印刷） 2020年02月06日 13時00分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社ＪＰホールディングス(2749) 2020年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 197,742 148,548

短期借入金 1,500,000 -

1年内返済予定の長期借入金 2,166,092 1,667,792

未払金 1,570,333 1,530,729

未払法人税等 435,953 129,129

未払消費税等 81,136 93,689

賞与引当金 411,135 147,256

資産除去債務 13,500 3,894

その他 1,504,249 1,967,353

流動負債合計 7,880,143 5,688,392

固定負債

長期借入金 10,454,371 9,935,180

退職給付に係る負債 642,495 722,568

資産除去債務 317,269 319,742

その他 10,324 6,798

固定負債合計 11,424,460 10,984,289

負債合計 19,304,604 16,672,682

純資産の部

株主資本

資本金 1,603,955 1,603,955

資本剰余金 1,449,544 1,449,544

利益剰余金 6,184,830 6,709,324

自己株式 △81,685 △107,515

株主資本合計 9,156,643 9,655,308

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △133,411 △105,924

繰延ヘッジ損益 △7,165 △4,718

為替換算調整勘定 238 3,448

退職給付に係る調整累計額 △65,813 △44,588

その他の包括利益累計額合計 △206,151 △151,783

純資産合計 8,950,492 9,503,525

負債純資産合計 28,255,096 26,176,208
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 21,589,993 23,444,221

売上原価 18,867,368 20,371,575

売上総利益 2,722,624 3,072,646

販売費及び一般管理費 2,054,579 2,107,612

営業利益 668,044 965,033

営業外収益

受取利息 80,140 76,167

補助金収入 273,781 338,722

受取保証料 49,206 5,467

その他 31,057 10,123

営業外収益合計 434,186 430,480

営業外費用

支払利息 40,017 42,750

解体撤去費用 34,886 1,289

支払手数料 54,252 3,165

その他 5,340 9,328

営業外費用合計 134,496 56,533

経常利益 967,734 1,338,980

特別損失

固定資産売却損 77 -

固定資産除却損 1,764 1,215

投資有価証券売却損 - 2,642

園減損損失 - 3,894

特別損失合計 1,841 7,751

税金等調整前四半期純利益 965,892 1,331,228

法人税、住民税及び事業税 247,865 367,312

法人税等調整額 137,247 114,384

法人税等合計 385,112 481,697

四半期純利益 580,779 849,530

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △64 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 580,843 849,530

決算短信（宝印刷） 2020年02月06日 13時00分 8ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社ＪＰホールディングス(2749) 2020年３月期 第３四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 580,779 849,530

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △91,791 27,486

繰延ヘッジ損益 △3,911 2,446

為替換算調整勘定 △4,865 3,209

退職給付に係る調整額 14,671 21,224

その他の包括利益合計 △85,898 54,367

四半期包括利益 494,881 903,898

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 494,945 903,898

非支配株主に係る四半期包括利益 △64 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

　該当事項はありません。
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